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トップメッセージ

当第2四半期の連結業績のご報告

当第2四半期は、円安や株価の上昇などにより、国内
の景気は明るさを取り戻しつつありましたが、国内・海
外の需要は停滞し、中国の経済成長に陰りがみえるなど
懸念材料も加わり、足踏み状態が続いています。また、
海外では、米国のみ好調な景気を維持していますが、新
興国の経済は減速しており、先行き不透明な状況にあり
ます。
こうした経済情勢の下、当社は市場の開拓と新技術・
新商品の開発に取り組み、また海外生産拠点の稼働率を

向上させるなど、市況の変化に対応して参りました。
この結果、当第2四半期の連結売上高は540億4百万円

（前年同期比20.8%増加）、連結営業利益13億66百万円、
親会社株主に帰属する四半期純利益は、固定資産の売却
益もあり、23億94百万円となりました。
中間配当につきましては、今後の業績見通しや財務状
況を総合的に勘案した結果、前期同様1株当たり3円とす
ることといたしました。株主の皆様には、なにとぞご理
解賜りますようお願い申し上げます。

代表取締役社長

株主の皆様へ

株主の皆様には、平素より当社をご支援いただき

まして、心より厚くお礼申し上げます。

ここにノリタケグループの平成27年度第2四半期

（平成27年4月1日から平成27年9月30日まで）の経営

成績と今後の取り組みについてご報告申し上げます。

平成27年12月
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売 上 高 110,000 百万円

営 業 利 益 2,800 百万円

経 常 利 益 3,800 百万円

親会社株主に
帰 属 す る
当 期 純 利 益 3,200 百万円

第135期（平成28年3月期）業績見通し

連結売上高　　　　　（単位：百万円）

■ 第2四半期　 ■ 通期

連結経常利益� （単位：百万円）

■ 第2四半期　 ■ 通期

今後の展望と課題

当社は本年を最終年度とする第９次中期経営計画を
策定し、次の三つの重点課題に取り組んでおります。

1 　新技術・新商品の開発と拡販につきましては、コ
ンクリートブレード、車載向けMLCC用電子ペー
スト、自動車部品向け焼成炉及び乾燥炉の新商品
が市場で評価され、今後の更なる売上拡大が期待
できます。

2 　海外生産拠点の整備と海外市場の開拓につきま
しては、整備を進めてきた中国の砥石工場や、
タイ国の石膏工場等を拠点に、中国及びアセア
ン諸国市場への拡販を進めて参ります。

3 　経営体制の充実につきましては、製造部門で進め
てきたものづくり強化活動に品質保証整備活動を
加え、また営業・事務部門でも業務品質向上活動
に取り組むなど、安全・衛生、コンプライアン
ス、環境保全の活動とともに、経営体制の効率化
と強化を推進して参ります。

なお、本社工場跡地の活用・再開発に関しては、引き続
き検討を進めております。

株主の皆様におかれましては、こうした当社の取り組み
についてご理解をいただき、今後とも一層のご支援を賜り
ますようお願い申し上げます。

親会社株主に帰属する
当期純利益

（単位：百万円）

■ 第2四半期　 ■ 通期
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工業機材事業

売上高構成比率

53.1％ 27.2％

10.7％ 9.0％

売上高

286億63百万円

前年同期比50.6％

セラミック・マテリアル事業

売上高構成比率

売上高

146億96百万円

前年同期比6.5％

53.1％ 27.2％

10.7％ 9.0％

事業別の概況（連結・当第2四半期）

　国内市場では、主要客先であ
る自動車の生産回復の遅れに加
え、鉄鋼、ベアリングの減産の
影響を受け、売上げは微減とな
りました。海外市場では、景気
の減速が一層鮮明となった中国
で、鉄鋼向けが生産調整の影響
を受け伸び悩み、タイ国も自動車向けが低調でした
が、米国においては自動車生産が堅調に推移したこ
とに加え、円安の影響を受けたことにより、売上げ
は増加しました。前期第３四半期より連結対象とな
った日本レヂボンの事業は、インドネシア向けが回
復するなど概ね堅調に推移しました。
　その結果、工業機材事業の売上高は286億63百
万円（前年同期比50.6％増加）、営業利益は7億17
百万円（前年同期比141.5%増加）となりました。

0 15,000 30,000 45,000 60,000

平成26年3月期

平成27年3月期

平成28年3月期
58,000
（通期予想）28,663

47,20419,038

36,73817,814

（単位：百万円）第2四半期 通期

　電子ペーストは、MLCC用
は国内向けに堅調に推移しま
したが、太陽光発電用の売上
げは大きく減少しました。石
膏は東南アジア向けが好調に
推移しましたが、厚膜回路基
板は車載用が大きく減少しま
した。蛍光表示管は国内及び米州向けが堅調であ
ったことに加え、円安の影響を受け増加しました。
共立マテリアルの事業は、セラミック原料が好調
に推移し、電子部材も微増となりましたので、売
上げは増加しました。
　その結果、セラミック・マテリアル事業の売上
高は146億96百万円（前年同期比6.5％減少）、営
業利益は7億60百万円（前年同期比10.6%増加）と
なりました。

0 10,000 20,000 30,000 40,000

平成26年3月期

平成27年3月期

平成28年3月期

（単位：百万円）

28,500
（通期予想）14,696

30,42215,712

29,50514,058

第2四半期 通期

砥粒単層固着ホイール
＂グリットエース＂

タッチスイッチ・モジュール
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エンジニアリング事業

売上高構成比率

53.1％ 27.2％

10.7％ 9.0％
売上高

57億70百万円

前年同期比6.8％

食器事業

売上高構成比率

53.1％ 27.2％

10.7％ 9.0％
売上高

48億74百万円

前年同期比7.4％

　主力の乾燥炉及び焼
成炉は、電子部品向け
が堅調に推移したこと
に加え、リチウムイオ
ン電池向けも増加した
ことにより、売上げは
伸長しました。濾過装
置は、顧客の設備投資の先送りの影響を受け減少
しましたが、混合攪拌装置は堅調に推移したため、
売上げは微増となりました。超硬丸鋸切断機は、
国内向けは堅調でしたが、アジア向けが減少しま
した。
　その結果、エンジニアリング事業の売上高は57
億70百万円（前年同期比6.8％増加）、営業利益は1
億40百万円となりました。

（単位：百万円）第2四半期 通期
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（通期予想）

5,770

11,8475,403

12,9615,548

高機能材料純化炉

　国内市場では、百貨店向け
が昨年の消費税増税後の低迷
から回復し、ホテル・レスト
ラン向けも堅調に推移したこ
とから、売上げは増加しまし
た。海外市場では、当初好調
であった米国市場が第2四半
期に入って伸び悩み、欧州市
場も低調でしたが、アジア市場が好調に推移した
ため、売上げは増加しました。
　その結果、食器事業の売上高は48億74百万円 
(前年同期比7.4%増加)､ 2億50百万円の営業損失
となりました。

0 2,500 5,000 7,500 10,000

平成26年3月期

平成27年3月期

平成28年3月期 10,000
（通期予想）

4,874

9,5644,537

9,4814,504

（単位：百万円）第2四半期 通期

ファインポーセレン(プレミアム ホワイト)
＂花鳥譜＂
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連結財務諸表

第2四半期連結貸借対照表（要約） 第2四半期連結損益計算書（要約）

科　目
第135期

〔第2四半期〕
平成27年9月30日現在

第134期
〔前期〕

平成27年3月31日現在

資 産 の 部

流 動 資 産 59,767 61,354

固 定 資 産 82,124 84,482

有 形 固 定 資 産 45,094 45,511

無 形 固 定 資 産 1,255 1,281

投 資 そ の 他 の 資 産 35,774 37,690

資 産 合 計 141,892 145,836

負 債 の 部

流 動 負 債 34,415 36,985

固 定 負 債 24,890 26,034

負 債 合 計 59,306 63,019

純 資 産 の 部

株 主 資 本 68,126 66,215

資 本 金 15,632 15,632

資 本 剰 余 金 18,783 18,832

利 益 剰 余 金 37,699 35,735

自 己 株 式 △3,988 △3,985

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額 11,406 12,709

そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金 12,131 13,516

為 替 換 算 調 整 勘 定 △742 △759

退職給付に係る調整累計額 17 △47

非 支 配 株 主 持 分 3,052 3,892

純 資 産 合 計 82,585 82,817

負 債 純 資 産 合 計 141,892 145,836

科　目
第135期

〔第2四半期〕
平成27年4月 1 日から
平成27年9月30日まで

第134期
〔第2四半期〕

平成26年4月 1 日から
平成26年9月30日まで

売 上 高 54,004 44,692
売 上 原 価 39,688 32,867
売 上 総 利 益 14,316 11,824
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 12,949 11,110
営 業 利 益 1,366 714
営 業 外 収 益 822 689
営 業 外 費 用 209 151
経 常 利 益 1,979 1,252
特 別 利 益 1,464 2
特 別 損 失 423 63
税 金 等 調 整 前 四 半 期 純 利 益 3,020 1,191
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 789 494
法 人 税 等 調 整 額 △300 34

非 支 配 株 主 に 帰 属 す る
四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

137 △21

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,394 683

（単位：百万円） （単位：百万円）

当第2四半期における総資産は、現金及び預金が減少
したことに加え、保有株式の株価下落に伴い投資有価証
券の時価総額が減少したことから、39億44百万円減少
しました。

当第2四半期における特別利益の内、主なものは固定
資産売却益14億41百万円です。

連結貸借対照表のポイント

連結損益計算書のポイント
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（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

第2四半期連結キャッシュ・フロー計算書（要約）

科　目
第135期

〔第2四半期〕
平成27年4月 1 日から
平成27年9月30日まで

第134期
〔第2四半期〕

平成26年4月 1 日から
平成26年9月30日まで

営 業 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ・ フ ロ ー 2,622 2,350

投 資 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ・ フ ロ ー △1,676 △2,212

財 務 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ・ フ ロ ー △2,678 327

現 金 及 び 現 金 同 等 物 に
係 る 換 算 差 額 90 △89

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の
増 減 額 △1,642 376

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の
期 首 残 高 10,586 8,671

新 規 連 結 に 伴 う 現 金 及
び 現 金 同 等 物 の 増 加 額 ― 105

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の
四 半 期 末 残 高 8,943 9,153

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整
前四半期純利益の計上等により、26億22百万円とな
りました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形及び無
形固定資産の取得等により、16億76百万円の支出と
なりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金
の返済等により、26億78百万円の支出となりました。

これらの結果、現金及び現金同等物の四半期末残高
は2億10百万円減少し、89億43百万円となりました。

　当第2四半期は、中間配当を1株当たり3円とさせ
ていただきました。
　期末配当につきましても、1株当たり3円を想定し
ております。

連結キャッシュ・フローのポイント

配当について（剰余金処分）

連結総資産　　　　（単位：百万円）

平成25年
3月期

平成26年
3月期

平成27年
3月期

平成28年
3月期

141,892145,836
118,774114,418

■ 第2四半期　■ 期末

連結純資産　　　　（単位：百万円）

平成25年
3月期

平成26年
3月期

平成27年
3月期

平成28年
3月期

82,58582,817
69,21666,579

■ 第2四半期　■ 期末

連結自己資本比率� （単位：％）

平成25年
3月期

平成26年
3月期

平成27年
3月期

平成28年
3月期

56.154.157.857.7

■ 第2四半期　■ 期末

（単位：百万円）
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人々の暮らしに欠かせない自動車は、快適さと安全性を求めて、多機能化、高性能化が進んでいます。また、環境意識の
高まりにより、ハイブリッドカーが普及し、燃料電池、電気自動車も開発が進んでいます。研削砥石などの加工工具に
始まった自動車産業とノリタケの技術とのかかわりは、自動車の進化とともにその関係を深め、今日、そして未来に
向かって大きな役割を果たしていきます。

加工

装置

部品

材料

アルミナ基板の反射率や、銅
印刷配線の耐硫化性が評価さ
れ、省電力や高寿命のLEDテー
ルランプに採用されるように
なり、自動車の性能やデザイ
ン向上に貢献しています。

様々な電子機器に搭載され、自動
車一台に数千～1万個近く使われ
る電子部品（積層セラミックコン
デンサーなど）の電極や誘電体と
して使用されます。電子制御機器
の高性能化、小型化に貢献してい
ます。

今後、ハイブリッドカー
や電気自動車に利用が見
込まれるリチウムイオン
電池の電極を製造する工
程で、材料の焼成や、除
熱に各種の装置を提供し
ています。

厚膜回路基板

電極ペースト/セラミック原料

厚膜回路基板

電極ペースト セラミック原料

焼成炉/スタティックミキサー

焼成炉

スタティックミキサー

エ ン ジ ン 部 品 や 窓 ガ ラ ス、
モーター用の磁石など自動車
に搭載される様々な部品の研
削、研磨加工に使用されます。
自動車の性能、燃費、静粛性
の向上に貢献しています。 研削砥石 クーラント濾過装置

研削砥石/濾過装置

自動車産業で活躍する
ノリタケの製品
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トピックス

低温焼成ペーストを開発

　電子機器に使用されるフレキシブル基板などにも使用できる
低温焼成タイプの電子ペーストを開発しました。
　今回開発したペーストは、「焼成タイプ」のペーストで、電気
抵抗が低く、また250℃～350℃という低温域で焼成できるた
め、多様化する樹脂基板にも対応可能です。

ボーンチャイナと輪島塗のコラボレーション
「陶

とうたい

胎漆
し っ き

器」を展示・販売

　「陶胎漆器」とは、欅
けやき

などの木地に施す漆塗りを陶磁器に施
した古くからの伝統工芸品ですが、釉薬技術の発展により忘れ
去られた存在となっていました。
　ノリタケは、輪島塗 塗師（ぬし）4代目 大崎庄右ェ門氏とともに

「陶胎漆器」の復活に取り組み、その技術を現代に甦らせました。
　木地にはない陶磁器ならではの優美な形状と、漆独特の質感や
蒔絵などの技法を用いた装飾とを融合させているのが特長です。
　NHK連続テレビ小説「まれ」でも随所に登場しました。2016
年1月中旬まで、ノリタケ・大倉陶園銀座店、ノリタケスクエ
ア名古屋でご覧いただけます。

「スーパーリトルシリーズ」に
ダイヤモンドカッターが登場！

　長年好評をいただいている切断砥石「スーパーリトルシリー
ズ」に、ダイヤモンドカッターを新たな製品としてラインナッ
プしました。コンクリートやモルタル、タイルなどを切断する

「プラチナセグメント」、「プラチナウェーブ」は、国産にこだわ
り、品質を追求した、切れ味と寿命が両立するハイグレードな
カッターです。
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会 社 概 要 株 式 の 状 況

大 株 主（上位10名）

株価及び出来高の推移（東京証券取引所）

創 立 明治37年１月１日（合名会社）
設 立 大正６年７月20日
資 本 金 156億3,230万4,225円
本 社 名古屋市西区則武新町三丁目１番36号
従 業 員 数 1,960名（連結5,065名）

（注） 従業員数のうち、グループ会社への出向者は79名
であります。

連 結 対 象 会 社  Noritake Co., Inc.
日本レヂボン株式会社
株式会社ノリタケコーテッドアブレーシブ
共立マテリアル株式会社
ノリタケ伊勢電子株式会社
Noritake Lanka Porcelain (Private) Limited

（注） 上記を含む連結対象会社23社、持分法適用会社4社

発 行 可 能 株 式 総 数 397,500,000株
発 行 済 株 式 の 総 数 158,428,497株

（含む自己株式　14,833,253株）
株 主 数 14,953名

株　　　主　　　名 持株数（千株） 持株比率（％）

明 治 安 田 生 命 保 険 相 互 会 社 12,910 8.99
第 一 生 命 保 険 株 式 会 社 10,414 7.25
株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 5,694 3.97
Ｔ Ｏ Ｔ Ｏ 株 式 会 社 5,208 3.63
日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 3,842 2.68
東京海上日動火災保険株式会社 3,646 2.54
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 3,515 2.45
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 3,010 2.10
ノ リ タ ケ 取 引 先 持 株 会 2,959 2.06
日 本 特 殊 陶 業 株 式 会 社 2,100 1.46

（注）当社は、自己株式を 14,833,253株保有しておりますが、上記大株主から
除外しております。また、持株比率は自己株式を控除して計算しております。

役 員 一 覧

平成27年4月平成24年4月 平成25年4月 平成26年4月
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会社概要／株式の状況
（平成27年9月30日現在）

取締役 執行役員

代表取締役会長 種　村　　　均 専務執行役員 平　野　喜　一

代表取締役社長執行役員 小　倉　　　忠 常務執行役員 洞 口 健 一

取締役専務執行役員 中　川　正　弘 執 行 役 員 伊　藤　健　二

取締役専務執行役員 小　倉　久　也 執 行 役 員 緒　方　誠　也

取締役常務執行役員 馬　渕　義　隆 執 行 役 員 小　川　浩　二

取締役常務執行役員 加　藤　　　博 執 行 役 員 佐 藤 康 治

取締役常務執行役員 加　藤　幸　三 執 行 役 員 東 山 　 明

社 外 取 締 役 山　田　耕　作 監査役

社 外 取 締 役 小 森 哲 夫 常勤監査役 吉　田　　　潔

常勤監査役 青 木 哲 史

社外監査役 五　味　康　昌

社外監査役 篠　原　一　豊
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（ご注意）
1． 株主様の住所変更、単元未満株式の買取請求・買増請求その

他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されてい
る口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。
口座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。
株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取扱いできません
のでご注意ください。

2． 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきまし
ては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますの
で、左記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問
い合わせください。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にて
もお取次ぎいたします。

3． 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店で
お支払いいたします。

事 業 年 度 ４月１日から翌年３月31日まで
定 時 株 主 総 会 ６月
公 告 方 法 電子公告により行います。ただし、事故 

その他やむを得ない事由によって電子公告
による公告をすることができない場合は、 
日本経済新聞に掲載いたします。
電子公告の掲載ホームページアドレスは 
次のとおりです。
http://www.noritake.co.jp/koukoku/

定時株主総会の基準日 ３月31日
剰余金の配当基準日 期末配当　３月31日

中間配当　９月30日
株 主 名 簿 管 理 人 
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社証券代行部
〒137-8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
電話　0120-232-711（フリーダイヤル）

単元未満株式の買取・買増手数料 無料

株 主 メ モ

　ノリタケの森が、公益財団法人都市緑化機構が主催する「第3回 みどり
の社会貢献賞」を受賞しました。この賞は、企業等により良好に管理され、
市民開放等による地域貢献や生物多様性保全等の環境活動で顕著な功績
がある緑地を表彰するものです。ノリタケの森は、都心部に所在する緑
地として地域の緑化に貢献している点や、近隣の公園・大規模緑地との
ネットワークの形成により鳥や昆虫の共生の場となっている点などが評
価されこの度の受賞となりました。
　これからも都心部に所在する緑地として、四季の変化や生き物とのふ
れあいを通し、環境問題への関心を持っていただくきっかけの場を提供
していきます。

I N F O RMA T I O N

ノ リ タ ケ の 森 が 「 み ど り の 社 会 貢 献賞」受賞
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